
省

令

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
）

（
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
）

第
三
十
二
条
の
二

法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
と
す
る
。

第
三
十
二
条
の
二

法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
保
護
処
分
と
し
て
少
年
院

又
は
児
童
自
立
支
援
施
設
に
送
致
さ
れ
、
収
容
さ
れ
て
い
る
場
合

一

少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
保
護
処
分
と
し
て
少
年
院

若
し
く
は
児
童
自
立
支
援
施
設
に
送
致
さ
れ
、
収
容
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年

法
律
第
百
十
八
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
補
導
処
分
と
し
て
婦
人
補
導
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
場
合

二

（
略
）

二

（
略
）

（
船
員
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

船
員
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
十
五
年
厚
生
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
百
六
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
）

（
法
第
百
六
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
）

第
十
八
条

法
第
百
六
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
と
す
る
。

第
十
八
条

法
第
百
六
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
と
す
る
。

一

少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
保
護
処
分
と
し
て
少
年
院

又
は
児
童
自
立
支
援
施
設
に
送
致
さ
れ
、
収
容
さ
れ
て
い
る
場
合

一

少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
保
護
処
分
と
し
て
少
年
院

若
し
く
は
児
童
自
立
支
援
施
設
に
送
致
さ
れ
、
収
容
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年

法
律
第
百
十
八
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
補
導
処
分
と
し
て
婦
人
補
導
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
場
合

二

（
略
）

二

（
略
）

（
労
働
基
準
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

労
働
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
三
十
七
条
の
二

使
用
者
は
、
労
働
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
休
業
補
償

を
行
わ
な
く
て
も
よ
い
。

第
三
十
七
条
の
二

使
用
者
は
、
労
働
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
休
業
補
償

を
行
わ
な
く
て
も
よ
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
八
号

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省

令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
四
月
七
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信


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